
■交流相手	


Nicola	
  Gerre+	
  (PhD	
  Researcher)	

Environmental	
  Ergonomics,	
  Loughborough	
  University,	
  UK	


	

■期間	

2011年10月7日〜13日	
  
	
  
■内容	


ヒトの温度感覚は環境に対する適応において大変重要であるが，身体の部
位による温度感覚の違いとからだの生理学的反応がどのように関連してい
るのかなど，多くの課題が残されている．今回，Loughborough大学のデザ
イン学部環境工学系の博士大学院生のGerre+さんに来ていただき，温度
感覚研究の紹介をもとに，研究交流会を実施する．	
  
	
  
■スケジュール	
  
1．交流会1	
  
日時： 	
  10月11日（火）　16：00〜18：00	
  
場所： 	
  発達科学部中会議室B	
  
内容： 	
  1）運動時や安静時の温度感覚に関する講演（Gerre+さん）	
  

	
   	
  2）体温調節からみたからだの適応（大学院生）	
  
	
   	
  3）学部生による自己紹介	
  

	
  
2．交流会2（学部授業でのゲストスピーカー）	
  
日時： 	
  10月12日（水）　9：00〜10：20	
  
場所： 	
  発達科学部B106	
  
内容： 	
  Loughborough大学での学生生活と研究	
  
	
  
■連絡先	
  
神戸大学人間発達環境学研究科　近藤徳彦　kondo@kobe-­‐u.ac.jp	
  	
  078-­‐803-­‐7816	
  
	
  	
  
参加は自由ですので，気軽にご参加下さい．	
  
なお，本交流会は神戸大学人間発達環境学研究科　学術WEEKS2011の一環として行われます	
  

からだの仕組みに関する研究交流会1	


 


